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ANKO テストの概要 

 

ソフトウェアの開発において、最終工程となるテスト工程の効率化が求められています。ソフトウェア

の高機能化、複雑化に伴って、ソフトウェアの規模やテストするべき項目が増加する一方で、ソフトウェ

アの開発期間はさらなる短縮を求められている状況で、テスト工程は二律背反の状況におかれています。 

このような状況下では、テスト対象の品質状況を把握して、実施するテストの数、種類、期間、テスト

の結果を正確に管理することが必要であり、人海戦術に頼るのではなく、システムとしてテスト工程を管

理することのできるソリューションが必要です。 

また、ソフトウェアの開発でのすべての工程（設計、開発、検証など）は、「要件」を実現するために行

います。検証でも「要件」を基準に「テストケース」、「テストの結果」、「テスト進捗管理」などを関連付

けて把握する必要があります。 

「ANKO テスト」は開発者、テスター、プロジェクト管理者がソフトウェア開発に関する各種の情報（バ

グ内容、進捗情報、テストケース情報等）を共有し、テスト業務を効率よくするためのテスト管理ツール

です。Redmineで動作し、要件の登録、テストケースの登録、管理、テスト計画の登録、管理、テスト実

行結果の記録、テスト結果の統計情報などを表示するツールです。そしてそれらの情報をばらばらに管理

するのではなく、要件とテストケース、テストケースとテスト結果、テスト結果とバグ管理を自動的に紐

付けることにより、情報の一元管理が可能です。また、CSVファイルによるテストケースの一括登録と、

テスト結果をＥｘｃｅｌファイル形式でエクスポートするなどの便利な機能を提供いたします。 

「ANKO テスト」は「redmine_impasse(バージョン 1.3.1-step)」からフォークして弊社が開発したテス

ト管理プラグインです。「redmine_impasse」は 2012年 9月で開発がストップし、現在の主流の Redmine バ

ージョンである 3.Xでの動作ができなかった点などの問題点がありました。弊社ではこの点を改善し、

Redmine3.2以降で使用できるようにし、統計機能などの機能の追加と、弊社が技術サポートを行うことに

よって、ソフトウェアの開発現場（テスト管理の現場）で使用できる製品として創りました。 
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1. ANKOテストのインストールとアンインストール方法 

 

ANKO テストは DB にテーブルを書き込むため、ANKO テストをインストールする前に、DB のバッ

クアップをされることをお勧めいたします。 

 

1.1．弊社が提供する ANKO テスト圧縮ファイルをを任意のフォルダーに解凍すると、

「clipboard_image_paste」、「redmine_ckeditor」、「redmine_impasse」、「redmine_per_project_ 

formatting」の４つのフォルダーが生成されます。 

 

1.2． Redmine がインストールされているサーバーにアクセスし、Redmine のルートフォルダー

配下の「plugins」フォルダーに「1.1.」で解凍した４つのフォルダーを全てコピーします。 

 

1.3．Redmine のルートフォルダーで下記の２つのコマンドを実行します。 

 

bundle install --no-deployment(権限により 「sudo bundle install --no-deployment」) 

 

bundle install をするのに数分かかる場合があります。 
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rake redmine:plugins:migrate RAILS_ENV=production 

 

正常に実行されると下図のように「migrating」という文言が多数表示されます。 

 

 

1.4.サーバーを再起動します。 

 

1.5.プラグインが適用されると、「管理」－＞「情報」をクリックすると「Redmine plugins:」

項 目 で 「 clipboard_image_paste 」、「 redmine_ckeditor 」、「 redmine_impasse 」、

「redmine_per_project_formatting」の４つのプラグインが適用されたことを確認できます。 
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1.6. ANKO テストをアンインストールするためには、redmine のルートフォルダーで下記の 3つ

のコマンドを実行してください。 

 

 rake redmine:plugins:migrate NAME=redmine_impasse VERSION=0 RAILS_ENV=production 

 rake redmine:plugins:migrate NAME=redmine_ckeditor VERSION=0 RAILS_ENV=production  

 rake redmine:plugins:migrate NAME=redmine_per_project_formatting VERSION=0 

RAILS_ENV=production 

 

下図の例では「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs/」が redmine のルートフォルダーになりま

す。 

 

「rake redmine:plugins:migrate NAME=redmine_impasse VERSION=0 RAILS_ENV=production」実

行例 
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「rake redmine:plugins:migrate NAME=redmine_ckeditor VERSION=0 RAILS_ENV=production」

実行例  

 

 

「rake redmine:plugins:migrate NAME=redmine_per_project_formatting VERSION=0 

RAILS_ENV=production」実行例 

 

 

その後、「clipboard_image_paste」、「redmine_ckeditor」、「redmine_impasse」、

「redmine_per_project_ formatting」の 4つのフォルダーをサーバーから削除します。 

 

サーバーを再起動すると ANKO テストのアンインストールが完了します。 
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1.7.評価バージョンをインストールした場合、評価期間が終了すると下記のように表示されます。 

評価期間が終了したらサーバーから ANKO テストを項目「1.6.」の手順でアンインストールして

ください。 
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2. ANKOテストの設定方法 

 

2.1.新しいプロジェクトの作成ページ、もしくは既存のプロジェクトの「設定」ページで、「テ

キスト書式」を「CKEditor」に変更し、「モジュール」欄の「テスト」を「オン」にします。 

 

「新しいプロジェクトの作成ページ」 

 

 

「既存のプロジェクトの設定ページ」 
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CKeditor を利用すると、画像の貼り付けなど、リッチな書式付のテキストを入力できます。 

既存のプロジェクトで「CKeditor」以外の書式を使用していた場合、途中で「CKeditor」に変更

すると改行記号が削除されます。プロジェクト作成時に「CKeditor」を指定してください。 

 

「CKeditor を利用した画像やリッチな書式付のテキスト入力例」 
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3.テストケースの登録方法 

 

「テスト」->「テスト登録」タブで「Test suite」と「Test case」の登録が可能です。「テスト

登録」タブでは今後テストをする「Test suite」や「Test case」の登録をします。 

「Test suite」はテストのグループ名、分類用のフォルダーとしての機能をします。「Test case」

は個別のテスト名を意味します。 

 

3.1.「テスト」->「テスト登録」で  アイコン上でマウス右ボタンをクリックして、「作成」

にカーソルを当てると、「Test suite」と「Test case」が表示されます。 

 

 

3.2.「Test suite」を選択すると下図のようにテストスイート登録画面が表示されます。必要な

項目を入力して「作成」をクリックしてください。 
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3.3.テストスイートは下図のように階層的に登録することができます。 

 

 

3.4. 「テスト」->「テスト登録」タブをクリックして  アイコン上でマウス右ボタンをクリ

ックして、「作成」にカーソルを当てて、「Test case」をクリックするか、テストスイートを選

択した状態でマウス右ボタンをクリックして、「作成」->「Test case」をクリックすると、下図

のようなメニューが表示されます。必要な項目を入力して「作成」をクリックしてください。 

ステップの項目は「追加」をクリックすると項目が追加されます。「追加」を複数回クリックす

ることにより、ステップを複数登録することができます。 
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3.5.テストスイートを選択した状態でマウス右ボタンをクリックすると下図のようなメニュー

が表示されます。このメニューでテストスイートの編集、コピー、ペースト、削除をすることが

できます。 

同様に、テストケースを選択した状態でマウス右ボタンをクリックするとテストケースの編集、

コピー、削除をすることができます。 

 

      <テストスイートのメニュー>    <テストケースのメニュー> 

 

 

3.6.「要求仕様」をクリックすると、下図のように案内が表示される場合は、案内に従って、「要

求仕様に表示するトラッカー」を選択してください。 
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下図は、例示です。事前に「要件」というトラッカーを Redmine に登録しました。トラッカーの名称は任

意の名称で構いません。 

 

 

「要求仕様」をクリックすると要求仕様表が表示されます。テストケースに要求仕様表の項目を

ドラッグするとテストケースと要求仕様を関連付けることができ、テストスイートにドラッグす

ると該当テストスイートに属しているテストケースと要求仕様を関連付けることができます。 
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該当するテストケースをクリックすると、下図のようにテストケースに要求仕様がリンクされま

す。 

 

 

3.7.テストケースと要求仕様の関連を解除したい場合は、テストケースを選択後、マウス右ボタ

ンをクリックして、「編集」をクリックします。 
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3.8.要求仕様の項目の右端にある   アイコンをクリックすると、テストケースと要求仕様の

関連を解除することができます。 

 

 

3.9.「フィルタ」をクリックして、「名称に含まれる文字列」に検索条件の文字列を入力後、「適

用」をクリックすると、該当条件でテストスイート、テストケースを検索することができます。 

クリアをクリックすると検索条件がクリアされます。 
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3.10.任意のテストスィート、テストケースをマウスで任意の場所へドラッグをすると、位置を

変更することができます。 

 

   ドラッグ前          ドラッグ中         ドラッグ後 
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4. テストスイート・テストケースの一括登録とコピー方法 

 

テストスイート・テストケースを CSVファイルから一括登録することができます。 

 

4.1. CSV ファイルから一括登録することができる項目は、テストスイート・テストケースです。

テストケースとして「名称」、「サマリー」、「前提条件」、「重要度」とステップの「操作」と「期

待する結果」と、カスタムフィールドで定義した項目になります。 

CSV ファイルのフォーマットは１行目を項目名、２行目以降に実データーを入力してください。

項目名の区切りは「カンマ区切り」もしくは「セミコロン区切り」で行ってください。 

 

< CSV ファイルの例> 

 

 

一つのテストケースに対して複数のステップの項目を登録したい場合： 

 

 

下図のように、「名称」、「サマリー」は 1行で、「操作」と「期待する結果」は複数行になる構成

で CSVファイルを作成してください。 

 

一つのテストケースに複

数のステップ内容を登録 
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テストスイートをテストケースと一緒に登録したい場合： 

テストスイートは下図のように階層構造で登録することができます。 

テストケースはテストスイート配下に登録されます。 

 

 

下図のような構成で CSVファイルを作成してください。 

 

 

 

4.2.「テスト」タブの「テストケース一括登録」をクリックして、「ファイルを選択」で一括登

録をしたい CSV ファイルを選択後、「次」をクリックします。 

 

 

スイート１：第一階層のテストスイート 

スイート２：第二階層のテストスイート 

 

スイート３：第三階層のテストスイート 

 テストケース 
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4.3.下図で必要な項目を設定して「次」をクリックします。CSVファイルに合わせて「エンコー

ディング」などを指定してください。 

「エンコーディング」が正しく指定されないと、「次」をクリックした時に、エラーページが表

示されます。 

 

 

4.4.画面下の「ファイル内容のプレビュー」を参考にしながら、「フィールドの対応関係」を指

定して、「インポート」をクリックします。 

インポートできる項目は、テストスイート、名称、サマリー、前提条件、重要度、操作、期待す

る結果、カスタムフィールドになります。 

テストスイートは「追加」をクリックすると、「スイート２」、「スイート３」というように項目

名が表示されます。 

「スイート１」、「スイート２」、「スイート３」はスイートの階層を意味します。 

「スイート１」、「名称」、「サマリー」は必須入力項目になります。 
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4.5.「コピー」というリンクをクリックすると画面が下図のようにテストケースを選択できるチェックボ

ックスがテストスィート、テストケースの前に表示されます。 

任意のテストスィート、テストケースを選択後、右側に表示されている「プロジェクト」で任意のプロジ

ェクトを選択して「コピー」ボタンをクリックすると、選択されたテストスィート、テストケースが該当

プロジェクトへコピーされます。 

コピーが成功すると、コピー先のプロジェクトページが表示されます。 

 

「要求仕様」はコピーされません。 

項目「2.1」-「2.4」で作成したカスタムフィールドはコピーされません。 
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5. テスト計画作成方法 

項目 3の「テストケースの登録方法」ではテストケースのマスターとしてテストケースを登録

しましたが、テスト計画では個別のテストを行うテスト計画の指定、テスト結果の記録、結果の

要約を表示することができます。 

 

5.1.テスト計画を指定する前に、バージョンを登録する必要があります。「設定」->「バージョ

ン」で「新しいバージョン」をクリックしてバージョンを登録してください。 

  バージョンのステータスは「進行中」である必要があります。 

 

 

5.2.「テスト計画」タブをクリックするとバージョン名が表示されます。テスト計画の新規作成

をクリックしてください。 

 

 

5.3.「テスト計画の新規作成」画面で、名称と内容を入力し、関連付けるバージョンを選択して、

「作成」をクリックします。バージョンの指定は必須です。 
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5.4.登録できると下図のような画面に遷移します。 

  「編集」をクリックするとテスト計画を編集することができ、「コピー」をクリックすると

テスト計画をコピーすることができ、「削除」をクリックするとテスト計画を削除すること

ができます。 

 

 

5.5.「テストケースの割当」タブをクリックすると、画面の右側に「テストケースの登録」タブ

で作成したテストケースが表示されます。テスト計画でテストをしたいテストケースを選択

して、左側の緑のボックスにドラッグ&ドロップをすると該当テストケースをテスト計画に

追加することができます。 

 

 

5.6.テスト計画からテストスィート、テストケースを削除したい場合は、削除したいテストスィ

ート、テストケースを選択後、マウス右ボタンをクリックして「Delete」をクリックします。 
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5.7.「テスターの割当」タブをクリックして、実施したいテストの日付けと担当者を選択してマ

ウスで該当テストケースにドラッグします。 

 

 

5.8.「実行」タブをクリックします。フィルタはデフォルトではステータスが「ALL」にチェッ

クが入っています。必要に応じてフィルタの値を変更して「適用」をクリックしてください。 

  任意のテストケースをクリックすると、テストケースの詳細内容及びテスト結果を入力する

ことができる欄が表示されます。 

  実行記録の欄でテスト結果に応じて「未実施」、「合格」、「不合格」、「保留」を選択して「保

存」をクリックしてください。 

 

 

5.9. 実行記録の欄で「合格」を選択すると、テストケースの前に アイコンが表示され合格し

たことが簡単に把握できます。 
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5.10. 実行記録の欄で「不合格」を選択すると、テストケースの前に アイコンが表示され不

合格したことが簡単に把握できます。 

  また、下図のようにすぐにバグチケットを登録できるウィンドウがポップアップされるので、

不具合の内容をチケットで管理することができます。 

 

 

5.11. 実行記録の欄で「保留」を選択すると、テストケースの前に アイコンが表示され保留

したことが簡単に把握できます。 
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5.12. 「結果」タブをクリックすると、テスト結果を一覧で表示します。 

 

 データーベースの特定のバージョンによっては「結果」タブをクリックすると「Internal 

error」が発生し、本機能を提供できない可能性があります。この点は制限事項とさせてい

ただきます。 

 

「フィルタ」をクリックすると、結果一覧をフィルタリングするためのフィールドが表示されま

す。任意の条件を入力して「適用」をクリックしてください。 

「バグリスト」をクリックするとバグチケット一覧が表示されます。 

「バグリスト」をクリック時に、バグチケット一覧が表示されるためには、項目「2.8.」-「2.13.」

までの設定ができている必要があります。 

もし正しく設定されていない場合、全ての未完了チケットが表示されます。 

 

 

画面右下部の「Excel」をクリックすると結果内容が Excel 形式でエクスポートされます。 

ファイルを開くと、下図のような警告が表示されますが、「はい」をクリックしてください。 
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5.13. 「統計」タブをクリックすると、テスト結果の概要を確認できます。 

  「テスト計画」欄は、今日の日付けを基準に全体のテストケースの内、計画上消化している

べきテストケース数の比率を表します。 

 

 

5.14. 右側のサイドメニューの「人別集計」をクリックすると、テスト結果を人別に集計した情

報を確認することができます。 

 

 

5.15. 右側のサイドメニューの「テスト消化曲線」をクリックすると、テスト消化曲線を確認す

ることができます。 
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6. 「テスト結果」と「要件のカバレッジ」 

6.1. 「テスト結果」タブでは、複数のテスト計画の結果を統合的に確認することができます。 

 

 

6.2. 「要件のカバレッジ」タブでは、項目「2.10．」で設定した、「要求仕様に表示するトラッカー」が自

動的に「要求仕様」に表示され、「テストケース」、「バグ」欄では、「要求仕様」に属している「テストケ

ース」、「バグ」内容を確認することができます。 

※テストケースとバグの関係はこの表では表示をしません。テストケースとバグの関係を確認したい場合

は項目「5.12.」の「結果」ページでご確認ください。 

 

 



ANKOテスト マニュアル バージョン 1.0.7 

 

 28 

© 2014-2020 Ankosoft Inc. 

7. その他 

 

7.1.CKエディタ 

 

  既存の Redmine のエディタは「textile」で、テキストに書式を設定する場合、Wiki 記法に則る必要

があり、直感的ではなく、手間がかかりました。また、画像の貼り付けもできませんでした。CKエディタ

はこの点が改善され、画像の貼り付けや書式のあるテキストを貼り付けると、その情報が反映されるリッ

チエディタです。 

 

CKエディタの入力例 

 

 

ツールバーに、下図ような画面右に矢印アイコンがある場合、矢印アイコンをクリックすると「表

示」「非表示」になります。 
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7.2.クリックボードからイメージの貼り付け 

チケット登録ページで、「クリップボードから画像を追加」をクリックします。 

 

「クリップボードから画像を追加」ポップアップウィンドウで、クリックボードにある画像をコントロー

ル＋Vキーで貼り付けます。 
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8. 各種設定 

 

8.1.「管理」->「プラグイン」->「Redmine Impasse plugin」の「設定」をクリックしてくださ

い。 

 

 

8.2.「カスタムフィールド」をクリックしてください。 

 

 

8.3．下図のように「テストケース登録」、「テストスイート」、「テスト計画」のタブが表示され

るので、カスタムフィールドを追加したい場所を選択後、「新しいカスタムフィールドを作成」

をクリックすると、新しいカスタムフィールドを作成できます。 

下図において、カスタムフィールドの削除、ソートをすることも可能です。 

 

 

 

 



ANKOテスト マニュアル バージョン 1.0.7 

 

 31 

© 2014-2020 Ankosoft Inc. 

8.4．「新しいカスタムフィールドを作成」をクリックすると、下図のような画面が表示されます。必要な

情報を入力後、「作成」をクリックして登録してください。 

 

 

8.5．プロジェクトページの「設定]->「モジュール」で「テスト」にチェックを入れて保存をク

リックすると、「テスト」タブが設定ページ内とプロジェクトメニュに表示されます。 

 

 

8.6．「設定」->「テスト」タブの「テスト結果不合格時トラッカー」でテスト結果不合格時のデ

フォルトトラッカーを選択することができます。 

「要求仕様に表示するトラッカー」では要求仕様一覧で表示するトラッカーを選択することがで

きます。 

カスタムフィールド欄では、項目「8.1.-8.4.」で作成したカスタムフィールドの使用可否を選

択することができます。「保存」をクリックして内容を保存してください。 
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8.7．「テスト」ページの「テスト登録」タブで新規テストケースを登録すると、項目「8.1.-8.4.」

で作成したカスタムフィールドが表示されます。 
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「テスト」ページの「テスト登録」タブで新規テストスイートを登録すると、項目「8.1.-8.4.」

で作成したカスタムフィールドが表示されます。 

 

 

「テスト」ページの「テスト計画」タブで新規テスト計画を登録すると、項目「8.1.-8.4.」で

作成したカスタムフィールドが表示されます。 
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下図のように、テスト実施結果、不合格の場合、バグ情報をチケットとして登録する時、該当バ

グがどのテスト計画名に属しているのかを登録する機能があります。この機能を使うためには、

下記の設定方法を実行します。 

この設定をしないと、項目 5.2.の「バグリスト」をクリックした時に、バグチケットだけが表

示されず、全ての未完了のチケットが表示されます。 

 

 

8.8.「管理」->「カスタムフィールド」で「新しいカスタムフィールドを作成」をクリックして

ください。 

 

 

8.9.「チケット」を選択して「次」をクリックしてください。 
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8.10.「書式」は「テキスト」を選択し、「名称」は任意で入力し（「テスト計画名」をお勧めし

ます）、テスト計画名を表示させたい、プロジェクト名、トラッカー名、対象ロール（「表示」の

項目）にチェックを入れて、「保存」をクリックしてください。その他の設定項目は任意で指定

してください。 

※必ず、「フィルターとして使用」と「検索対象」にチェックを入れてください。 

※項目 5.2.で表示させる「バグリスト」で表示させたいプロジェクト名、トラッカー名、対象

ロールにチェックをいれてください。 

 

 

8.11.「管理」->「プラグイン」->「Redmine Impasse plugin」の「設定」をクリックしてくだ

さい。 

 

 

8.12.「テスト計画名を記録するカスタムフィールドの選択」で上で作成したカスタムフィール

ドを選択して、「適用」をクリックしてください。 
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ANKOテストの各種機能の権限をロールごとに権限付与することができます。 

 

8.16．Redmine の「ロールと権限」のページで、ANKOテストの各種機能の権限を設定することが

できます。 

「管理」->「ロールと権限」->「権限レポート」->「テスト」の項目で、下図の機能別に権限の

オン/オフが可能です。必要に応じて設定をしてください。 

(デフォルトでは全てオフになっており、デフォルトの状態ではテスト機能を全く使えない状態

です。) 
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「テストの設定」がオンの場合、下図のように「設定」->「テスト」タブが表示されます。 

 

 

「テストの設定」がオフの場合、下図のように「設定」->「テスト」タブが表示されません。  

 

 

 

 

「テストケースの表示」がオンの場合、下図のように「テスト」タブが表示されます。 

    

「テストケースの表示」がオフの場合、下図のように「テスト」タブが表示されません。 

 

 

 

 

「テストケースの修正」がオンの場合、、下図のようにコンテキストメニューが表示されます。 

    

 

「テストケースの修正」がオフの場合 

->上図のコンテキストメニューが表示されません。 

「テストの設定」の設定 

「テストケースの表示」の設定 

「テストケースの修正」の設定 
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「テストケースの一括登録」がオンの場合、右サイドに「テストケースの一括登録」が表示されます。 

 

 

「テストケースの一括登録」がオフの場合、右サイドに「テストケースの一括登録」が表示されません。 

 

 

 

 

「テストケースのコピー(他プロジェクト)」がオンの場合、「コピー」が表示されます。 

※「テストケースのコピー(他プロジェクト)」を有効にするためには、別途、「テストケースの修正」をオ

ンにする必要があります。 

 

 

「テストケースのコピー(他プロジェクト)」がオフの場合、「コピー」が表示されません。 

 

 

 

「テストケースの一括登録」の設定 

テストケースのコピー(他プロジェクト)」の設定 
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「テスト計画の表示」がオンの場合、下図のように「テスト計画」タブが表示されます。 

 

    

 

「テスト計画の表示」がオフの場合、下図のように「テスト計画」タブが表示されません。  

 

 

 

 

「テスト計画修正」がオンの場合、下図のように「編集」、「コピー」、「削除」が表示されます。 

   

 

また、下図のように「テスト計画」タブで「テスト計画の新規作成」が表示されます。 

 

 

「テスト計画の表示」の設定 

「テスト計画修正」の設定 
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「テスト計画修正」がオフの場合、下図のように「編集」、「コピー」、「削除」が表示されません。 

 

 

また、下図のように「テスト計画」タブで「テスト計画の新規作成」が表示されません。 

 

 

 

「テスト結果の表示」がオンの場合、下図のように「テスト結果」タブが表示されます。  

 

 

「テスト結果の表示」がオフの場合、下図のように「テスト結果」タブが表示されません。  

 

 

 

 

 

 

「テスト結果の表示」の設定 
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「テストケースの指定」がオンの場合、下図のように「テストケースの割当」タブが表示されます。 

   

 

「テストケースの指定」がオフの場合、下図のように「テストケースの割当」タブが表示されません。

 

 

 

 

「テストの指定」がオンの場合、下図のように「テスターの割当」タブが表示されます。 

   

 

「テストの指定」がオフの場合、下図のように「テスターの割当」タブが表示されません。   

  

「テストケースの指定」の設定 

「テストの指定」の設定 
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「テストの実行」がオンの場合、下図のように「実行」タブが表示されます。 

 

 

「テストの実行」がオフの場合、下図のように「実行」タブが表示されません。  

 

 

 

「テストの実行」の設定 
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9. 制限事項 

 

9.1.Redmine は、Redmine のバージョン、Ruby バージョン、Rails バージョン、データーベース

の種別とバージョン、OS のバージョン、ブラウザの種別とバージョンの影響を受け、提供

できる機能が Redmine インストール環境により異なる場合があります。弊社で提供するソリ

ューションでインストール可能な Redmine のバージョンは明示しており、その環境では機能

を提供することを保証しておりますが、それ以外の環境である Ruby バージョン、Rails バ

ージョン、データーベースの種別とバージョンなどでは、場合により機能を提供できない可

能性があります。特に Rubyバージョン、Railsバージョン、データーベースの種別は Redmine

の情報ページから容易に確認をすることが可能ですが、データーベースのバージョンはより

多様な環境が存在し、また、Redmine 上から webページで容易にデーターベースのバージョ

ンを確認することができず、データーベースの特定のバージョンによっては本マニュアルで

提示している機能を提供できない可能性があります。 

 

9.2.表示可能な言語は日本語のみです。他の外国語には対応しておりません。 

 

9.3.膨大な量のテストケースを表示させる場合、サーバーのスペック、ネットワークの帯域、ロ

ーカル PCのスペックなどの環境により表示が完了するまで時間がかかる場合があります。 

 

9.4.一括登録で登録する CSV ファイルで、読み込むテストスイートが下図のように空欄になって

いる場合、該当スイート以下の下位階層は無視されます。 
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9.5.テスト消化曲線で、経過日が１日の場合、下図のように結果が点で表示されます。経過日が

2 日以上になると線として表示されます。 

 

 

9.6.テストスイートをコピーし、ペーストをすると、貼り付けられたテストスイートの名称の前

に数字が表記されます。この数字は一時的なものであり、ページを更新すると消えます。 
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9.7.「エクスポート」機能はご使用のデーターベースソフトウェアのバージョンにより、機能を

提供できない場合があります。機能を提供できない場合、「Internal error」が表示されま

す。 
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9.8.「結果」機能はご使用のデーターベースソフトウェアのバージョンにより、機能を提供でき

ない場合があります。機能を提供できない場合、「Internal error」が表示されます。 

 

 

 

9.9. 「テストケース一括登録」する際に作成する csv は「スイート」項目を左側の項目に配置

してください。他の項目の後に「スイート」項目が配置される場合、インポートできない場

合があります。 

 

 

 

 

9.10. サーバーがインターネット環境に接続できない場合、グラフが正しく表示されない場合があります。 

 

インポートが正常にできます。 

インポートができない可能性があります。 
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10.「ANKOテスト」使用許諾書 

 

株式会社アンコウソフト（以下「弊社」という）は、弊社が提供する Redmine プラグイン（以

下「本プラグイン」という、本プラグイン自体、本プラグインに関連するマニュアルを含みます

また、本プラグインのバージョンアップ版も含みます）を購入されたお客様（以下「お客様」と

いう）にダウンロード、その他の手段で弊社が提供する本プラグインを使用する権利を下記の条

件（以下「本条件」という）で許諾します。 

本プラグインについては、本条件を承諾していただくことがご使用の条件となっています。あ

らかじめ内容をよくご確認の上、同意していただける場合のみご使用ください。本プラグインを

使用するお客様は本条件で本プラグインを使用することに同意されたものとします。 

 

1. （ライセンスおよび著作権） 

Redmine 自体が GPL v2（http://www.gnu.org/licenses/gpl-2.0.html）でライセンスされ

ているため、本プラグイン中で Redmine と動的にリンクをしている部分に関しては、GPL v2

で提供しますが、本プラグイン中で Redmineと動的にリンクをしていない部分に関しては、

GPL v2で提供せず、本条件に従います。 

本プラグインの著作権等の知的財産権は、弊社に帰属し又は第三者から正当なライセンス

を得たものであり、本プラグインは、日本およびその他の国の著作権法ならびに関連する

条約によって保護されています。 

 

2. （権利の許諾） 

お客様は本条件の条項にしたがって本プラグインを使用する非独占的な権利を本条件に基

づき取得します。お客様は、お客様が準備する物理サーバーもしくは仮想サーバーで動作

する１つの Redmine にのみ本プラグインをインストールし、使用することができます。 

本プラグインを使用する年数、使用するユーザー数に制限はありません。 

お客様は、本プラグインをバックアップもしくは保存の目的においてのみ本プラグインを

１つだけ複製をすることができます。 

 

3. （制限事項） 

本プラグイン中で Redmine と動的にリンクをしていない部分に関しては、お客様は下記の

制限事項に従わなければなりません。 

・お客様は本条件に明示的に許諾されている場合を除いて、本プラグイン及び付属するド

キュメントの全部または一部であるかを問わず、使用、複製することはできません。 

・お客様は、本プラグインの変更または改造を行うことはできません。 

・お客様は、本プラグインについて、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセ
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ンブル、解析を行うことはできません。 

・お客様は本プラグインを使用許諾する権利はなく、またお客様は本プラグインを有償・

無償を問わず第三者に販売、貸与、配布またはリースすることはできません。 

 

4. （限定保証） 

本プラグインは一切の保証なく、現状で提供されるものであり、弊社はその商品性、特定

用途への適合性をはじめ、明示的にも黙示的にも本プラグインに関して一切保証しません。

本プラグインに関して発生するいかなる損害（偶発的あるいは間接的な損害、または受け

られるべき救済の損失、得べかりし利益の損失、その他使用に起因して生じるいかなる損

害）も、お客様の責任および費用負担により解決されるものとします。 

本プラグインに対してお客様が変更または改造により、何らかの欠陥が生じたとしても、

弊社は保証しません。また、変更または改造の結果、万一お客様に損害を生じたとしても、

弊社は責任を負いません。 

本条件に基づく弊社の責任は、本プラグインのご購入に際しお客様が実際に支払われた金

額を上限とします。但し、弊社の故意または重大な過失による場合は、この限りではあり

ません。 

 

5. （責任の制限） 

弊社は、本条件その他いかなる場合においても、結果的、付随的あるいは懲罰的損害（損

害発生につき弊社が予見し、または予見しえた場合を含みます）について、一切責任を負

いません。 

お客様は、本プラグインの使用に関連して第三者からお客様になされた請求に関連する損

害、損失あるいは責任より弊社を免責し、保証するものとします。 

 

6. （契約期間および終了処理） 

本条件は、お客様が本プラグインをダウンロードした日、またはお客様が準備する物理サ

ーバーもしくは仮想サーバーにインストールされた日をもって発効し、次によって終了さ

れない限り有効に存続するものとします。 

お客様は、いかなる時でも本プラグイン並びに付属するドキュメントを廃棄することによ

って、この契約を終了させることができます。 

お客様が本条件のいずれかの条項に違反したときは、弊社はお客様に対し何らかの通知、

催告を行うことなく直ちに本条件を終了させることができます。その場合、弊社は、お客

様の違反によって被った損害をお客様に請求することができます。なお、本条件が終了し

たときには、お客様は直ちにお客様の物理サーバーもしくは仮想サーバー、その他のハー

ドウェアに保存されている本プラグイン（すべてのコピーを含みます）並びに付属するド

キュメントを全て破棄しなければなりません。 
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7. （本プラグインの動作環境） 

本プラグインは Redmine3.2.X、Redmine3.3.Xで動作します。 

 

8. （無償対応でのバグ対応の範囲） 

上記の Redmine 環境において、このマニュアルに記載されている機能を提供できない場合

で、かつ、弊社がバグであると認識した場合、弊社の開発スケジュールに従って無償でバ

グ対応をした新規のバージョンをメールで送ることによって対応するものとします。 

バグ対応のためにお客様の指定する場所を訪問するサービスは行わないものとします。 

 

9. （無償対応でのバグ対応の範囲対象外の例示） 

下記に示す内容はバグ対応の範囲対象外の例示であり、ここに記載されていない内容であ

っても弊社の判断で無償対応でのバグ対応の範囲対象外とします。 

・他のプラグインとの競合により発生する事象 

・本プラグインを適用しない状態でも発生する事象 

・お客様の特殊な環境下でのみ発生する事象 

 

10. （お問い合わせ方法） 

メール（sales@ankosoft.co.jp）でのみ問い合わせを受付し、電話での受付はいたしませ

ん。 

 

11. （マイナーバージョンアップの無償対応） 

ご購入から 1 年以内においては、お客様に本プラグインをマイナーバージョンアップした

バージョンを無償で提供いたします。ただし該当バージョンのダウンロード、インストー

ル作業など付帯作業はお客様が負担するものとします。 

ご購入から 1 年以降にマイナーバージョンアップしたバージョンを入手したい場合は、有

償のサブスクリプションの購入が必要になります。サブスクリプションとは、本プラグイ

ンを利用するための技術サポートやバグ修正/アップデートの入手などを含むサポートサ

ービスを受ける権利を意味し、1 年単位で締結が可能です。サブスクリプションの価格、

内容に関しては別途定めるものとします。 

 

12. （任意による維持保守契約） 

技術的なお問い合わせ、ご質問が必要な方は別途の維持保守契約を任意に弊社と締結する

ことができます。 

 

13. （技術対応の制限） 

上記の維持保守契約を締結しないお客様に対しては、バグ対応のみ本プラグインをご購入
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から１年間無償で行うものとし、それ以外の技術的なお問い合わせ、ご質問などにはご回

答・ご対応いたしません。 

 

14. （その他） 

本条件のいずれかの既定が日本国の法律で無効とされた場合も、残りの規定は依然として

有効とします。 

本条件は日本国法を準拠法とします。本条件に関連または起因する紛争は、東京地方裁判

所を第一審の専属的合意管轄裁判所としてこれを解決するものとします。 

本プラグインは性能向上、または機能改善などにより、将来予告なしに変更する場合があ

ります。 
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11.バグが発生した時のご対応方法 

 

発生したバグの原因を特定するため、お客様のご協力が必要になります。下記のご対応お

よび情報の提供をお願いします。 

なお、ユーザー権限により事象が発生している可能性があるため、システム管理者でログ

インをしていただき再現性があるか確認してください。システム管理者でログインをして

いると下図のように「管理」という項目が表示されます。 

 

 

1.発生事象の説明 

 

2.「管理」->「情報」の下図赤枠で囲まれた部分の情報 

 

 

3.OS名、OS のバージョン 

 

4.ブラウザ名、ブラウザのバージョン 

 

5.バグが発生する前のキャプチャー画面とバグが発生したキャプチャー画面 
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6. production.log ファイル 

production.log のパスは Redmine ルートフォルダー/log の中にあります。 

cd でログファイルがあるフォルダーに移動後、下記のコマンドを実行してください。 

 

tail -f production.log 

 

tail -f production.log を実行すると下図のように色々なログが表示されますが、一番下

の行で区切り線として「－－－－－－－－－」を入力してください。 

 

 

 

その後、バグが発生した場面をブラウザで再現してください。 

 

<バグ画面例> 
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先ほど、区切り線を入れた位置以降でログが出力されている場合は、そのログ内容をコピ

ーして弊社にお送りください。apache で問題がある場合、production.log には出力がない

場合もあります。その際は出力されなかった旨をお伝えください。 

 

 

ログの取得後、「Ctrl＋C」で tail -f production.log モードから抜け出ることができます。 
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7. apache error log ファイル 

apache error log のパスは環境により異なりますので、サーバー管理者にご確認ください。

参考として、もし bitnami でインストールをしている場合、/opt/bitnami/apache2/logs に

ログがあります。 

 

cd でログファイルがあるフォルダーに移動後、下記のコマンドを実行してください。 

 

tail -f error_log 

 

tail -f error_log を実行すると下図のように色々なログが表示されますが、一番下の行で

区切り線として「－－－－－－－－－」を入力してください。 

 

 

その後、バグが発生した場面をブラウザで再現してください。 

 

<バグ画面例> 
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先ほど、区切り線を入れた位置以降でログが出力されている場合は、そのログ内容をコピ

ーして弊社にお送りください。 

apache で問題がない場合は、error log が出力されません。その際は出力されなかった旨

をお伝えください。 

 

 

ログの取得後、「Ctrl＋C」で tail -f error_log モードから抜け出ることができます。 
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8. ブラウザのコンソール画面の情報 

 

取得方法 

 

Google Chrome の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「検証」をクリック 

 

 

Console をクリックしてバグが発生した直後の状態を画面キャプチャーしてください。 

 

 

Internet Explorer の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「要素の検査」をクリック 
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コンソールをクリックしてバグが発生した直後の状態を画面キャプチャーしてください。 

 

 

 

9. html ソース 

 

取得方法 

 

Google Chrome の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「ページのソースを表示」をクリック 

 

 

ページのソースが表示されるので、テキストファイルとして保存してご提供ください。 
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Internet Explorer の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「ソースの表示」をクリック 

 

ページのソースが表示されるので、テキストファイルとして保存してご提供ください。 
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株式会社 Ankosoftのご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンソースソリューション専門企業 ANKOSOFT 

Ankosoft はオープンソース開発を基盤にした会社で、プロジェクト管

理と品質管理分野で世界的に有名な Redmine, Jenkins, SonarQube  等

に対する技術力を保有しております。  

オープンソースの不足した部分を開発して、ソリューション

としてパッケージ販売をしており、技術サポート、教育など

オープンソースの普及に努めております。 

本    社 〒210-0015 神奈川県川崎市川崎区南町 22-6 815 号 

五反田事務所 〒141-0031 東京都品川区西五反田 8-1-8 中村屋ビル 3F 

TEL : 044-223-6484       EMAIL : info@ankosoft.co.jp 

URL : http://ankosoft.co.jp/    デモサイト : http://demo.ankosoft.co.jp/ 

Ankosoft の事業領域は、ソリューション開発および販売、オープンソースコンサルタント、

技術支援、教育、品質管理コンサルタントなどを主な事業として行っております。 

事業領域 
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「ANKO ALM」のご紹介 

 

オープンソースのプロジェクト管理システムである「REDMINE」を基盤にして、REDMINE に

足りない機能を加えて開発した「ALM」システムです。REDMINE に足りなかった管理機能、

利便性、モニタリング機能、ツール間の連動やプラグインのバグなどを改善・開発しまし

た。特に、開発ライフサイクルにおけるツール間の連動は欠かせないものであるため、オ

ープンソース間で連動できるよう開発された製品です。 

「ALM」とは、アプリケーションソフトウェアの開発・運用において、全体のライフサイク

ルを総合的に管理することによって、ソフトウェアの品質や開発生産性、変化への対応力

などを向上させるためのもの、もしくはそれらを実現させるためのソフトウェアのプラッ

トホームツールを指します。 

 

「ANKO ALM」の特長 

  

 

開発、ビルド、テストなど、開発サイクルに必要なツールが互いに連動して自動化され

ている機能は、開発者に快適な環境を提供し、開発スピードをアップさせます。 

 

 

ANKO ALMの使用によって、開発プログラムソースのスケール感だけでなく、テストカバ

レッジ情報を自動的に分析して、把握することができ、今まで把握が難しかったプログ

ラムの中まで確認できるようになり、より一層堅固で安定した製品開発をサポートしま

す。 

 

 

ANKO ALMはオープンソースで構成されており、世界中に厚いユーザー層がいて、最新技

術を取り入れています。さらに、持続的にアップデートされていて、オープンソース間

の互換性も備えています。 また、多様なプラグインを提供しているため、必要な機能の

追加や開発が可能です。 

 

 

オープンソースで構成された ANKO ALMはリーズナブルな費用で構築が可能です。商用ソ

リューションの場合、数千万円の製品が多く、一部機能のみ備えている製品でも数百万

円に達するため、導入が簡単ではありません。一方、ANKO ALMは低費用で優れた機能を

提供するので、一石二鳥の効果を期待できます。 

ソース品質の見える化 

オープンソースで構成 

低費用で構築可能 

ツール間の連動 

 


